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＜あらまし＞本稿では，アダプティブラーニングの状態遷移を可視化し，直感的な操作で遷移を設

計・設定できる，設計支援機能を開発した．
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１．はじめに

近年，オンライン教育において，学習記録デー

タを活用して最適な教材を提示し，個に応じた学

びの実現を支援するアダプティブラーニングプ

ラットフォームが注目を集めている[1]． 
このプラットフォームは，蓄積された学生の学習

履歴をもとに学生の理解度や状況，ニーズに合わ

せて教材やテスト問題など，個々の学生にもっと

も適した学習を提供する[2]． 
アダプティブラーニングプラットフォームは

様々なものが登場し，LMS（学習管理システム）

においても，アダプティブラーニングを提供する

ものが存在している．しかし，プラットフォーム

があったとしても，アダプティブラーニングを構

築するには，複数の状態遷移を検討しなければな

らず，教授者に負担の多いものとなる． 
そこで，本稿では，アダプティブラーニングの

状態遷移を可視化し，直感的な操作で遷移を設

計・設定でき，従来に比べ構築負担を軽減した上

で構築することができる機能を開発した． 
 

２．アダプティブラーニング

アダプティブラーニングとは，日本国内におい

ては適応的学習などと呼ばれ，教育工学の創成期

である 1970 年代以前においても CAI（コンピュ

ータ支援教育）システムを用いた適応的学習の研

究などが行われてきた[3]．2000 年以降，教育工

学はインテリジェント化期を迎え，知的 LMS や

SNS といった教育応用技術によって情報化は進

み，学生の情報を利用した適応的学習環境を提供

することにつながっている[4]． 

また，事前に用意された教材を学ぶという従来

のフォーマルな学習形態にとどまらない，多種多

様な学習活動の履歴を記録・検索・抽出するため

の仕様である Tin Can API[5]の登場などにより，

今後様々な情報がアダプティブラーニングに活

用され，より発展する可能性がある． 
 

３． におけるアダプティブラーニ

ング

国内の高等教育機関で多く採用される LMS で

ある Moodle においてもレッスンモジュール[6]
と呼ばれる機能が搭載されており，アダプティブ

ラーニングが構成できるようになっている． 
このレッスンモジュールは，HTML ベースで

様々なメディアを埋め込むことができる「コンテ

ンツページ」と多肢選択式問題や作文問題，組み

合わせ問題などの様々な問題タイプで作成可能

な「問題ページ」の 2 種類のページで基本構成さ

れる．「コンテンツページ」には説明に対して遷

移先が設定でき，「問題ページ」には正解・不正

解などの状況に応じ，遷移先を設定することがで

きる．これらの遷移は，ページの指定によるもの

だけでなく，「前のページ」「次のページ」といっ

た相対的な遷移などが可能である． 
また，ランダムに表示される問題ページ群であ

る「クラスタ」や，そのクラスタ内にサブクラス

タを作成する「ブランチ」などが用意されており，

より階層的かつ複雑な遷移も行うことが可能と

なっている． 
しかし，レッスンモジュールの遷移先設定はペ

ージ単位となっており，ページ毎の状況一つ一 
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つに対し，遷移先を設定していく必要がある．こ

れにより，一目で全体の状態遷移の把握ができな

い，全体を見通して状態遷移の設定ができないと

いった問題などがあり，構築には手間がかかるも

のになっている． 
そこで本稿では，レッスンモジュールのページ，

選択肢および遷移を可視化し，直感的な操作で遷

移を設計・設定できる機能の開発をおこなった． 
 
４．遷移設計支援機能の開発

本機能は，Moodle のローカルプラグイン[7]と
して開発した．ローカルプラグインは，ブロック

プラグインや活動プラグイン，認証プラグインと

いったMoodle標準のプラグイン種別に適合しな

い機能を提供するために用意されたプラグイン

種別である． 
本プラグインを導入することで，レッスンモジ

ュールの編集機能には，「遷移選択」タブが自動

的に追加され，本タブの押下によって開発したロ

ーカルプラグインの機能が呼び出される仕組み

とした．また，本機能によって提供される状態遷

移の可視化は HTML のエレメント同士をコネク

タで接続できるライブラリ jsPlumb[8]を用い，

開発した．本機能の呼び出しによって標準の編集

機能によって作成されたページ，選択肢および遷

移の情報を呼び出し，可視化する．可視化された

ページはドラッグ＆ドロップにて移動可能とし，

遷移はクリックによってページ間の接続が外れ，

選択肢はドラッグ＆ドロップにて遷移としてペ

ージ間に接続されるように開発した（図 1）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．まとめと今後の展開

レッスンモジュールの情報の可視化により，迅

速に状態遷移を確認することが可能になった．ま

た，これまで手間であった遷移設計および設定反

映も容易におこなうことができる． 
今後は，本機能の公開，効果測定および活用方

法検討をおこなっていく予定である． 
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図 1 可視化したレッスンモジュール 
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